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都道府県で共創する未来

～ウェルビーイング政策に関する優良事例の共有と連携強化～



① ウェルビーイング政策の意義
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群馬県では、2020年度に策定した、
新・総合計画（ビジョン）において、
2040年の群馬県の目指す姿を示
している。

「年齢や性別、国籍、障害の
有無等にかかわらず、すべて
の県民が、誰一人取り残され
ることなく、自ら思い描く人生
を生き、幸福を実感できる自
立分散型の社会」



① ウェルビーイング政策の意義
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目指すところは
「県民の幸福度の向上」



① ウェルビーイング政策の意義
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新・総合計画（ビジョン）では、
ウェルビーイングにも触れる。

身体的な健康等を指すウェルビーイ
ングのほか、

「私たちのウェルビーイング」
という考え方も重視

３つの幸福が調和した社会
・「一人ひとりの幸福」
・「社会全体の幸福」
・「将来世代の幸福」



① ウェルビーイング政策の意義
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県民の幸福度向上

○県民幸福度レポート

○既存の統計データの活用による把握【客観的指標】
・新･総合計画のロードマップに掲げるKPIやSDGsローカル指標を
中心とした、幸福度に関連する統計データ

○県民幸福度アンケート
【主観的指標】
・主観的幸福実感
・幸福かどうかを判断するときに重視した事項
・「新・群馬県総合計画(基本計画)」に掲げる
19の政策分野ごとの施策実感

県民幸福度向上に向けた政策展開
の基盤として、以下の内容を実施。

①県民幸福度の見える化
②県民幸福度と県施策との
関連等の分析

③幸福度の変化や施策への
活用状況の継続的把握



② 調査(幸福度アンケート)について
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実施目的・公表時期

◆幸福度の現状を「見える化」するため、県民に
対し幸福実感や施策実感に関するアンケート
調査を行う。主観的幸福感を指標化する。

・主観的幸福実感
・幸福かどうかを判断するときに重視した事項
・「新・群馬県総合計画(基本計画)」に掲げる
19の政策分野ごとの施策実感

◆前回公表時期：令和5年3月
※レポートの公表に合わせて公表



② 調査(幸福度アンケート)について
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調査概要・内容（R３実施）
◆調査概要
実 施 時 期：令和 3 年 12 月 7 日～ 12 月 24 日
対 象 者：県内在住満18歳以上 3,300人(選挙人名簿を用いた層化二段無作為抽出)
調 査 方 法：郵送配布、郵送・WEBアンケートシステムによる無記名回収
有効回収数：1,582件（有効回収率47.9%)

◆調査内容
（１）質問項目：本質問13問（実質問数65問）

ア. 県民の主観的幸福実感についての項目：本質問7問（実質問数20問）
イ. 19政策分野ごとの施策実感についての項目：本質問1問（実質問数40問）
ウ. 特定の施策についての項目：本質問5問

（２）回答者属性：質問10問



② 調査(幸福度アンケート)について
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分析：幸せを判断する際の重視事項（R3実施）

1位 「健康状況」
2位 「家族関係」
3位 「家計の状況（所得）」



② 調査(幸福度アンケート)について
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1位 「健康状況」、
3位 「家計の状況（所得）」

重点的に対策等を
検討している状況

分析：幸せを判断する際の重視事項（R3実施）



③ 指標(幸福度レポート)について
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◆群馬県が目指す社会の幸福を県民に対
し伝えるとともに、幸福度の見える化によ
る県民幸福度の現状や県の施策につい
て広く伝える。

◆前回公表時期：令和5年3月
※R3に実施したアンケートをベースに

分析した内容。

実施目的・公表時期



③ 指標(幸福度レポート)について
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第１部：群馬県が目指す幸福度の向上

第２部：県民幸福度向上の現状と分析
◆ 県民幸福度アンケート調査結果から把握する

主観的幸福実感
◆ 19 の施策分野別の施策実感について、

主観的指標と統計データで把握する
客観的指標による現状分析・今後の取組方針

第３部：データ編

レポートの構成



③ 指標(幸福度レポート)について
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幸福度指標の体系

主観的指標

客観的指標

主観的幸福感の
分析

19の政策分野
ごとの分析



③ 指標(幸福度レポート)について
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分析：主観的幸福感

◆幸せ＋やや幸せの回答割合は67.7％

→分かりやすい指標ではあるが、レポートでは、
主観的幸福感のみでなく、客観的な指標で
の視点も加えて総合的に分析
（レポートの作成目的の一つ）



③ 指標(幸福度レポート)について
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分析：19の政策分野ごとの分析

◆19の政策分野ごとに
分析

R3幸福度アンケートで、
有意に上昇・下降した
項目を強調



③ 指標(幸福度レポート)について
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分析：各分野ごとの分析

◆各設問ごとに
・ 性別
・ 年代別
・ 地域別 等の
属性分析を実施

(１／２枚目)



③ 指標(幸福度レポート)について
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分析：各分野ごとの分析

◆関係部局と一緒に、
分析を実施

◆今後の取組方向も、
合わせて検討

(２／２枚目)



④ 今後の課題と展望
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(1) 幸福度アンケートの項目とWell-being指標との連携

(2) 県庁内でデータ分析・施策反映できる環境づくり

(3) 幸福度アンケート・レポート等の見直し



④ 今後の課題と展望
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(1) 幸福度アンケートの項目とWell-being指標との連携

出典
：一般社団法人スマートシティ・インスティテュート HP
https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/index.html



④ 今後の課題と展望
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(2) 県庁内でデータ分析・施策反映できる環境づくり

※Share point上に展開する
庁内向けコミュニティサイト



④ 今後の課題と展望
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(3) 幸福度アンケート・レポート等の見直し

見直し中 見直し中


